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概   要 

•阪神淡路大震災・建物被害状況 
•観測地震記録 
•地震と地震動 
•地震荷重の変遷 
•耐震・免震・制震技術の発展 
•耐震診断と耐震改修 
•最近の耐震に関する話題 
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64 湖北山地断層帯 
 
65 琵琶湖西岸断層帯 
       
73 三方・花折断層帯         
 
74 山田断層帯     
              
75 京都盆地ー奈良盆地断層帯  
 
76 有馬ー高槻断層帯            
 
77 生駒断層帯            
 
78 三峠・京都西山断層帯 
 
79 六甲・淡路島断層帯 
 
80 上町断層帯 
 
81・83 中央構造線断層帯 
 
82 山崎断層帯 
 
98 大阪港断層帯 

 



  地震の規模   と   地震動の強さ 
 

     マグニチュード  と   震度(階級) 

 

        magnitude      and   intensity  scale 

 

 

  ・表面波マグニチュード     ・ 気象庁震度階 

  ・モーメントマグニチュード    ・ 修正メルカリ震度階 



地震のマグニチュード 
  
    気象庁が近年まで用いてきた算式 
  
    M ＝ log A  +  1.73 log Δ  -  0.83 
  
    log E  =  1.5 M  +  11.8 
  
ここに 
 M :  マグニチュード  ・・・その地震の規模 
 A :  振幅 ( μm )   ・・・その場所の地面の最大の揺れ 
Δ:  震央距離 ( km ) ・・・その場所から地震発生場所までの距離 
 E :  エネルギー ( erg )・・・その地震によって解放されたエネルギー 

 



M = 7, Δ = 50 km とすると 

   A = 7 cm、 E ≈ 2 x 10²² erg 

M = 8, Δ = 50 km とすると  

   A = 70 cm、 E ≈ 10√(10) x 2 x 10²² erg ≈ 32 x 2 x 10²² erg 

M = 9, Δ = 50 km とすると 

   A = 7 m、 E ≈ 10³ x 2 x 10²² erg = 1000 x 2 x 10²² erg 

  

M8 の地震  ：  M7 の地震の 10 倍の振幅、 

           32 個分のエネルギーに相当 

M9 の地震  ：  M7 の地震の 100 倍の振幅、 

           1000 個分のエネルギに相当 

 

今回の地震 ： 当初  M8.8  と発表 

           後に  M9  に訂正 

           エネルギーは約 2 倍 

             破壊面積 (震源域) の南側への 2 倍の拡大 

 



以上は、 

表面波を対象(表面波マグニチュード：Ms) 

 

最近では、地震モーメントを対象 

(モーメントマグニチュード：Mw) 

 

地震モーメント(Nm)  =  応力降下量(MPa)  

x  破壊面積(km²)  x  平均すべり量(m) 

 

マグニチュードは、その対数によって表記 
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